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講習内容

1. はじめに

2. 都市交通調査体系の検討
3. パーソントリップ調査の設計
4. パーソントリップ調査の準備・実施
5. パーソントリップ調査のデータ整備

6. まとめ

7. 調査回答（調査票記入）体験 体験：20分

講習：50分

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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１．はじめに

（１）本講習の範囲
（２）本講習のポイント

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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１．はじめに

本講習では、都市交通調査ガイダンスの「調査編」のうち、
「調査体系の構築」～「データ整備」までの内容を解説します。

ねらい構成

都市交通調査の実施を検討する地方公共団体等に対
して、都市交通調査の必要性、有効性等を解説

第Ⅰ部
導入編

パーソントリップ調査を中心とした実態調査の設計、
準備、実施、データ整備、公表等に関する基本的な
考え方、標準的な手順、留意事項などを解説

第Ⅱ部
調査編

計画立案や施策検討等におけるパーソントリップ調
査データやその他データ等の活用の考え方や方策等
について解説

第Ⅲ部
活用編

表 ガイダンスの全体構成とねらい

（１）本講習の範囲

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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１．はじめに

（１）本講習の範囲

1. はじめに

2. 都市交通調査体系の検討
3. パーソントリップ調査の

設計
4. パーソントリップ調査の

準備・実施
5. パーソントリップ調査の

データ整備

6. まとめ

7. 調査回答（調査票記入）
体験

図 都市交通調査の流れ

▼本講習の目次

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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１．はじめに

（２）本講習のポイント（受講する上で念頭に置いて頂きたいこと）

▼ポイント１

・パーソントリップ調査を実施する上での「調査体系の構築」～「データ整
備」までの大まかな内容（どんなことをするか、何が必要か等）を把握、理解する。

▼ポイント２

・本講義で解説する「都市交通調査ガイダンス」は、指針（手引き）とし
ての活用を想定して作成されているもの。

・これを十分活用しつつ、調査実施主体が都市圏の課題を踏まえ、自ら
調査内容を企画・実施することが重要、ということを理解する。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（１）都市圏の現状把握
（２）都市圏が抱える課題整理
（３）活用可能なデータに関する検討
（４）調査体系の設定

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説

7

２．都市交通調査体系の検討

（０）「都市交通調査」と「パーソントリップ調査」

▼都市交通調査

・データ分析により人の移動実態を把握するとともに、これを踏まえて施策
や各種の取組みを提案する総合的な調査のこと。
→スライド4の図が全体像

▼パーソントリップ調査（PT調査）

・都市交通調査の一部であり、人の移動実態を把握するための調査。
・「個人属性」と「移動実態」をセットで把握できる点が最大の特徴。
・調査実施主体が自ら調査内容を設計できる調査。地域の課題や目
標、目的を踏まえ、調査内容を企画・実施することが重要。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説



8

２．都市交通調査体系の検討

（０）調査体系の検討で行うこと（全体像）

都市圏の
現状把握

都市圏が抱える
課題整理

活用可能なデータ
に関する検討

調査体系の
設定

！ポイント！
・これらをを通じ調査の目的とアウトプット
を明確化（＋関係主体と共有することが重要）

・各都市圏の特性や課題に応じて設定

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（１）都市圏の現状把握
• 人の移動実態を把握する方法を検討するため、人の移動に影響
を及ぼすと考えられる主要な要素（下表参照）についての現状
を把握する。

• 新たに分析整理するより、既存情報を有効活用し効率的に整理
する。

表 現状把握の項目例

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（２）都市圏が抱える課題整理
• 各都市圏における都市及び交通等に係る課題の整理を行う。
• 上位関連計画における課題整理、関係者へのヒアリング、また
前述の都市圏の現状等を通じて整理する。

▼課題の例
• 集約型都市構造を支える交通体系の構築
• 中心市街地活性化に向けた交通体系の確立
• 人口減少、高齢化を踏まえた公共交通計画
• 公共交通の利用促進、活性化
• 移動困難者に対応した移動手段確保
• 災害に強い安心・安全なまちづくり

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（２）都市圏が抱える課題整理

新たな交通技術と関連する交通政策
への対応

■東日本大震災と復興

• 路線バスの減少、自治体バスの増加
• 住民協働による生活交通確保の流れ

• 地域の差異（人口・高齢化・産業）
• 属性・世帯タイプの多様化

• 人口減少に対応した様々な取組み
✓地方創生、交流促進、にぎわいづくり
✓健康まちづくり ✓地域包括ケア
✓インフラ長寿命化 ✓環境対応
✓国際競争力 ✓観光交流 等

• 新たな交通技術と関連する交通政策
（ライドシェア、自動運転技術）

■都市圏と市町村の取組

■人口・産業・世帯

■生活交通

■政策動向・新たな動き

• 震災からの復興と今後の災害への備え

■住民協働に向けた情報発信・共有、計画プロセス
■政策・施策の短・中・長期プログラム
■各種計画と連携・整合を図った行動計画
✓都市計画道路の検討

高齢社会・人口減少社会における持続可能な都市圏の形成
交通体系と市街地が一体となった集約型都市構造の構築

■地下鉄東西線等の既存交通基盤を活用した交通体
系と市街地誘導
✓既存交通基盤を活かした交通政策パッケージ
✓利用しやすい公共交通と都市機能誘導
✓災害に強く整流化を促す交通ネットワーク体系

■都心・拠点の活性化に向けた将来交通ビジョン
✓都心・拠点・交通結節点における賑わいある空間づく

り、歩行者・公共交通・自転車中心の交通政策

■人口減少に備えた地域の将来交通ビジョン
✓密度低下地域における持続可能な地域交通 の在

り方

■多様なライフスタイル・ライフステージ等、属性に着目
し、暮らしの向上に対応した交通ビジョン
✓若者、子育て世帯、単身高齢者等、政策ターゲット

に対応した交通政策

状況と動向

災害に対応し安全安心な持続性ある都
市づくり

交通政策と一体となった集約型都市構造
形成の継続的な取組み

既存交通基盤の有効活用

計画課題（必要とされる検討項目）

• 鉄道網の整備(地下鉄東西線等)
• 道路網の整備
• 交通軸上の拠点化等で一定の効果

• 構成市町村では、コンパクト＋ネットワー
クは必ずしも活発ではない

着眼点

地域の状況と属性（人口、高齢化、産業
構造、世帯タイプ等）ごとの交通特性の
把握とそれに基づく対応

鉄道沿線外の持続可能な地域交通の実
現に向けた対応

社会ニーズの変化に対応し、各種計画と
交通政策との連携・整合を図る

【目標】

▼例：H29仙台PT調査の課題整理

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（３）活用可能なデータに関する検討
• 前述の課題に対する検討を行うためにどのようなデータが必要
かを検討する。

• 民間企業の各種ビッグデータや交通事業者の移動履歴データ
（交通系ICカードデータ）など、都市圏で活用可能なデータの
確認や活用に向けた調整を行う。

⇒上記で分からない、深堀りしたい情報をPT調査で調査

▼既存データの例
a. 交通統計調査データ（道路センサス、大都市交通センサス等）

b. 観測交通量データ（警察トラカン等）

c. プローブカーによる旅行速度データ（ETC2.0、民間データ等）

d. 交通事業者の利用者データ（駅・バス停利用者数、交通系ICカードデータ等）

e. 携帯電話等による人の移動・滞留データ

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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２．都市交通調査体系の検討

（４）調査体系の設定
• 前述の整理内容を踏まえ、都市圏の移動のどれをどの調査
（データ）で捉えるか、役割や位置づけを明確化する

• 合わせて、調査の目的とアウトプットを明確化し、関係主体と
共有する（関係者で同じ方向を向くようにする）ことが重要

図 H30東京PT調査の調査体系

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の
設計

ここからは、都市交通調査の中の
PT調査に関する事項

（１）調査対象範囲の検討
（２）調査項目の検討
（３）ゾーン区分の検討
（４）抽出率の検討
（５）配布・回収方法の検討
（６）補完・付帯調査の検討
（７）広報の検討
（８）スケジュールと体制の検討

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（０）パーソントリップ調査（PT調査）について
• 都市圏内居住者を対象に、「どのような人が、どのような目的
で、どこからどこへ、どのような時間帯に、どのような交通手
段で」移動しているかを調査する実態調査。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（０）パーソントリップ調査（PT調査）について
• 大きな特徴は、以下の2点。

✓全ての交通手段による移動が対象

✓ 「個人属性」と「移動実態」をセットで把握 →なぜ？を解き明かす

●属性から移動をみる例
・高齢者は何歳くらいから外出しづらくなっている？地域差は？
・自動車を自由に利用できない人が外出するときの手段は？

●移動から属性をみる例
・昼時間帯にバスを利用している人はどんな人？
・都心に自動車で来訪するのはどんな人？

※後半の回答体験で調査票に自身の行動を回答してもらい、実感をつかんでもらいます

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（０）調査の設計で行うこと（全体像）

調査対象範囲の検討

調査項目の検討

ゾーン区分の検討

抽出率の検討

配布・回収方法の検討

補完・付帯調査の検討

広報の検討

スケジュールと体制の検討

！ポイント！
・実態調査の前年度に以下の大半を検討
・円滑な調査実施に向け、入念な検討・準備が重要（この検討が調査の成否を決める）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（１）調査対象範囲の検討
• ＰＴ調査の調査対象範囲（地域）を検討する。
• 画一的な指標にとらわれることなく、都市交通調査の検討に必
要十分な範囲として設定する。

▼例：西遠PTの設定例
通勤依存度に寄らない設定例。
ビッグデータを活用し、『浜松市
に滞在した人の居住者数』を
算出、総居住者数との比率を
算出することで、浜松市と各都
市との依存率を算出。
⇒掛川市、菊川市を追加

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（２）調査項目の検討
• ＰＴ調査の調査項目を検討する。
• 基本的なトリップの情報と個人属性に関する情報を取得できる
ようにした上で、各都市圏が独自に把握したい事項を追加する
形で設定する（これがPT調査の最大の強み）。

図 調査項目設定のイメージ

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（２）調査項目の検討

▼例：トリップ（移動）の調査項目例

② 到着地⑥ 移動の目的① 出発地

④ 到着時刻⑦ 利用した交通手段③ 出発時刻

⑤ 施設の種類⑧ 交通手段毎の所要時間

⑬ 駐車場所（⑨ 移動距離）

⑩ 運転有無

⑪ 乗車人数・同行人数

⑫ 有料道路利用状況

到
着
地

出
発
地

ト
リ
ッ
プ

調
査
項
目

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（２）調査項目の検討
• 「調査項目及びデータの標準的な仕様解説書」の活用も有効。
（国交省の「都市交通調査プラットフォーム」に掲載）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（２）調査項目の検討

▼例：過去のPT調査の調査項目例（トリップ情報）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（２）調査項目の検討

▼例：過去のPT調査の調査項目例（属性情報）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（３）ゾーン区分の検討
• 調査結果を分析する際の解像度を念頭に、地域単位（ゾーン）
を設定する。

• まず、分析の基準となるゾーンを設定し、そのゾーンを束ねた
り、分解したりすることで複数階層で設定する場合が多い。

• ゾーンポリゴンデータ（GISデータ）も合わせて作成する。

▼例：東京PT調査のゾーン区分
概要ゾーン区分

地理的、歴史的な地域のまとまりを考慮しつつ、東京都市圏全域のマクロ的な
分析、検討の単位となるゾーン。大ゾーン

ほぼ市区町村を単位とするが、大都市では数個に分割し、周辺では市町村が
いくつかまとまっている場合もある。中ゾーン

小ゾーンを数個集めて構成し、広域における計画単位として、また地域としての
まとまりのある交通計画の単位となるゾーンレベル。計画基本ゾーン

夜間人口約15,000人を目安とし、地区計画の単位となるゾーンレベル。小ゾーン

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（４）抽出率の検討
• 抽出率とは、調査対象の母集団（PT調査では都市圏居住者）に
対する標本数の比率を表したもの。

• PT調査で把握したい指標に応じた適切な抽出率を設定する。

都市圏人口
（5歳以上） 抽出率

（100万人） （6.5％）

目標調査数
（必要サンプル数）

（6.5万人）

▼抽出率の算定式

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（４）抽出率の検討
• カテゴリー数は、分析したい指標を区分する数。
• 分析したい指標は複数あるため、各指標を把握するための抽出
率を算出し、その中から抽出率を設定することが望ましい。

▼例：広島PT調査のカテゴリー数の設定

出典：広島市交通実態調査に向けた調査体系等事前検討業務報告書

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説

27

３．パーソントリップ調査の設計

（４）抽出率の検討

調査年 地域区分 標本率 調査年 地域区分 標本率
東京区部 0.84% 函館 2019 5.13%

その他 1.05% 山形 2017 6.55%
2010 3.50% 市街化区域等 8.79%
2021 1.04% 上記以外 4.44%
2011 2.83% 2016 北部地域 4.53%
2022 3.09% 宇都宮 2014 6.75%

仙台 2017 3.00% 長野 2016 7.04%
北九州 4.58% 西遠 2022 0.80%
福岡市 3.70% 静岡中部 2012 6.20%

両政令市以外① 3.70% 東駿河湾 2015 6.40%
両政令市以外② 1.66% 岳南 2015 9.40%

高松 2012 8.20%
熊本市 7.40%
西原村 8.60%
その他 6.80%

大分 2013 9.00%
釧路 2010 8.20%
北見網走 2013 8.60%
室蘭 2016 9.20%
帯広 2022 5.60%
福島 2010 6.26%

地方中心都市圏

都市圏

地方中枢都市圏
北部九州 2017

地方中核都市

群馬
2015

熊本 2012

都市圏

大都市圏

東京 2018

近畿

中京

▼例：抽出率（2010～2022年実施の都市圏）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（４）抽出率の検討
• 調査規模と費用はトレードオフ関係。
• 都市圏ごとの実情や予算を加味して設定する。

少ない
（低い）

標本数
（標本率）

精　度 分析・予測 費　用

多い
（高い）

安い

高い

低い
（荒い）

制約多い
工夫が必要

各種・幅広く
分析可能

高い

大

小

ト
リ
ッ
プ
調
査
の
規
模

図 調査規模と精度、費用の関係

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（５）配布・回収方法の検討
• 元々は調査員による「訪問留置・訪問回収」で実施。
• 近年は、日中の在宅者不在、オートロックマンションの増加な
どから 「郵送配布・郵送またはWeb回収」の調査が一般的。

▼例：「郵送配布・郵送またはWeb回収」の調査
実態調査本部 調査対象世帯

調査物件
を郵送

回答した
調査票を郵送

Web上で回答

対象者が回答方法を選択 ※まずWeb調査の調査物件を郵送し、
期日までにWeb回答がない世帯に
後日調査票を郵送する「Web先行型」の手法も
（例：H30東京PT調査）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（６）補完・付帯調査の検討
• PT調査と同時期に合わせて行う調査。

▼補完調査

・PT調査データの精度を高めるために補完する形で実施する調査。
→例：スクリーンライン調査（自動車断面交通量調査）

▼付帯調査

・PT調査だけでは把握できない情報を捉えるために実施する調査。
→例：意識調査、施設調査など

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（７）広報の検討
• 調査対象者が調査物件を受け取った際の安心感を高め、調査に
対する協力意欲を喚起するために実施する。

（「あ、県がやっているあの調査が当たったのか」と思ってもらうように）

▼主な広報例

・ HP
・ ポスター
・ 市町村等広報誌
・ テレビ、ラジオ
・ 新聞 など

図 電車内の中づり広告の例

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

（８）スケジュールと体制の検討
• スケジュールは、調査実施時期を決め、そこから遡って各種作
業のスケジュールを設定する。

▼例：調査年のスケジュール

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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３．パーソントリップ調査の設計

• 調査に関する意思決定や連絡調整のための委員会や協議会と、
実際に調査を推進する担当者、都市計画コンサルタント、調査
会社等で構成される事務局を設置することが望ましい。

▼例：仙台PT調査の検討体制

（８）スケジュールと体制の検討

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の
準備・実施

（１）調査実施に必要な手続き
（２）調査対象者名簿の作成
（３）調査票の作成
（４）調査配布物の作成
（５）Web調査システムの準備
（６）調査の実施・管理
（７）問合せ対応の実施

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（０）調査の準備・実施で行うこと（全体像）
！ポイント！
・調査の実施上、一番重要なのはスケジュール管理の徹底（スライド32）
・不測の事態に対応するための事前想定と準備も重要

調査実施に必要な手続き

調査対象者名簿の作成

調査票の作成

調査配布物の作成

Web調査システムの準備

調査の実施・管理

問合せ対応の実施

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（１）調査実施に必要な手続き
• 企画、実施する調査の統計法上の位置づけを確認し、必要な対
応や手続きを行う。

• 総務省審査の場合、2～3カ月程度は必要。秋頃に実態調査を行
う場合、年度の初めには総務省に提出する様式の素案を作って
おくこと（＝前年度からの準備）が望ましい。

▼一般統計調査（三大都市圏PT調査）

・行政機関が行う統計調査のうち基幹統計調査以外のもの。
・実施にあたって総務大臣の承認が必要。

▼統計法施行令で定める指定地方公共団体が行う統計調査（その他PT調査）

・都道府県知事その他の都道府県の執行機関、地方自治法（昭和22年法律第
67号）第252条の19第１項の指定都市の市長、その他の指定都市の執行機
関が行う統計調査。

・実施にあたって総務大臣への届出が必要。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（２）調査対象者名簿の作成
• 市町村の住民基本台帳から、調査対象者を無作為に抽出し、作
成する。

• 住民基本台帳の使用は、各自治体（市町村）でルールが異なる
ため、事前の協議・調整が重要。
（前年度に事務局と市町村で協定を結ぶことも有効）

• 様々な関係者が関わることから、統一的なルールで円滑に作業
が実施できるように、調査実施主体において抽出方法や調査対
象者名簿の作成方法をとりまとめた抽出マニュアルを作成する。

• 個人情報を扱うため、個人情報保護法等を踏まえた、個人情報
管理マニュアルも合わせて作成することが望ましい。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（３）調査票の作成
• ユニバーサルデザインなどを踏まえ、文字の大きさや色遣いを
工夫した調査票のレイアウトを検討し、作成する。

▼例：標準調査票

世帯票
（属性を把握）

個人票
（移動を把握）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（４）調査配布物の作成
• 調査票を同封する封筒、調査の協力を依頼する文章、記入例な
どの調査配布物を作成する。

▼例：仙台PT調査の調査配布物
①：発送用封筒
②：挨拶状
③：調査説明資料
④：調査票
⑤：調査票記入例
⑥：返送用封筒

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（４）調査配布物の作成

▼例：首長の写真とサインの効果（仙台PT調査の例）

知事と市長の写真とサインを物件に入ると、
調査の信頼性が向上し、回収率が向上する

写真とサイン“なし” 写真とサイン”あり”

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（５）Web調査システムの準備
• パソコン、スマートフォン、タブレット端末等で回答可能な

Web調査システムを準備する。
• Web調査システムでは、回答者による記入漏れ、前後の回答で
の不整合などのチェック機能を実装することで、回答の質を高
めることが出来る。

• 都市圏毎における効率的なWeb調査システムの構築に資するよ
う、国土交通省ではPT調査のためのWeb調査システムの貸し出
しを行っている。ただし、各都市圏で必要なカスタムを行う必
要はあるため、Web調査システムを導入する場合は、調査前年
度からの検討・準備を行うことが望ましい。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（５）Web調査システムの準備
▼例：Web回答システム

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（６）調査の実施・管理
• 調査日の設定とそれに伴う調査配布物の配布スケジュールなど
を設定し、進捗管理を行う。

• 誤発送などのミスが発生しないよう、適切な工程管理を行う。
• 様々な不測の事態に対応するため、トラブルの事前想定とその
対応を準備しておく。

▼例：郵送配布の配布例

調
査
日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日月 火 水 木 金 土 日

返
送
期
限

督
促
状
発
送

調
査
票
発
送

月 火 水

調査日前1週間

期限前に
届くよう発送

※複数回に分けて
実施

【調査日や郵送を複数に分ける理由】
・秋期の平均的な1日のデータとする（天候など含めて）
・調査票の返送や電話問合せのピークを下げる

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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４．パーソントリップ調査の準備・実施

（７）問合せ対応の実施
• 回答者からの問合せに対応する窓口となるサポートセンターを
設置することが望ましい。

• 応対のマニュアルを用意し、あらかじめ研修を行う等、事前の
体制構築を行う。

▼例：サポートセンターの例

図 電話応対の様子 図 入室管理の様子

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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５．パーソントリップ調査の
データ整備

（１）エディティング
（２）コーディング
（３）データ入力
（４）システムチェック
（５）拡大処理

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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５．パーソントリップ調査のデータ整備

（０）調査のデータ整備で行うこと（全体像）

！ポイント！
・PT調査の品質、精度を
左右する重要な作業

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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５．パーソントリップ調査のデータ整備

（１）エディティング
• 紙の調査票の記入内容を目視にて点検し、回答の誤りや不備等
について修正する作業。

• データ入力後に行われるプログラムによるシステムチェック作
業の負担軽減を図る意図もあるため、システムチェックにおけ
るチェック内容と整合を図られている必要がある。

（２）コーディング
• 紙の調査票に記入されている漢字・ひらがな・カタカナなど
の日本語文字を数字（コード）に変換する作業。

（３）データ入力
• エディティング・コーディングを行った紙調査票を所定のレイ
アウトに沿ってデータ入力（データ化）する。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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５．パーソントリップ調査のデータ整備

（４）システムチェック
• エラーのルールをあらかじめ定めた上で、プログラムにより調
査票データとエラーのルールを機械的に照らし合わせて、調査
票データに含まれる論理矛盾や異常値等のチェックを行う。

表 データチェックの種類と内容

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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５．パーソントリップ調査のデータ整備

（５）拡大処理
• 調査結果を「量」の観点から検討ができるように回収結果につ
いて重み付けを行う拡大係数を付与する。

• 拡大係数とは、PT調査で得られた1人のトリップデータが何人
分を代表しているのかを表す係数。

図 拡大処理の例

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説



50

５．パーソントリップ調査のデータ整備

（５）拡大処理

▼例：東京PT調査の拡大手法（IPF法）

15

個人 年齢 住所
ﾄﾘｯﾌﾟ
番号

O D …
拡大
係数

1 45 ○○ 1 自宅 通勤先 80

1 45 ○○ 2 通勤先 自宅 80

2 24 ●● 1 自宅 通勤先 110

2 24 ●● 2 通勤先 買物先 110

2 24 ●● 3 買物先 自宅 110

… … … … … … … …

性年齢別
市区町村別
夜間人口

集計

世帯人数別
市区町村別
夜間人口

市区町村別
従業人口

市区町村別
従学人口

市区町村別
自動車
保有台数

H27国勢調査
※住基人口で

H30に補正

H27国勢調査
※住基人口で

H30に補正

H27国勢調査

H27国勢調査

H30
自動車検査
登録協会

マスターデータ
からの集計値 母数データ

集計した際に、全ての母数データ分布に、
なるべく合うように拡大係数を設定

マスターデータ

整合的

整合的

整合的

整合的

整合的

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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６．まとめ

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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６．まとめ

色々と解説しましたが・・・

• 「都市交通調査ガイダンス」は、都市交通調査、パーソントリップ調査
を検討する際の指針（手引き）として作成されたものであり、各種検
討に際して、十分に活用することが望ましい。

• ただし、都市圏により状況や課題は様々。「調査はコレ！」という決ま
り、正解はない。都市圏の状況や課題に応じて柔軟に目的に合った
調査を企画・実施することが重要。

• 円滑な調査実施に向けて、入念な検討・準備が重要（最低1年、
出来れば2年前から企画や準備を行うとよい）。

• 調査にトラブルはつき物。トラブルが起こる前提で、それに
対応するための事前想定と準備が大切。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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７．調査回答（調査票記入）体験

• 「都市交通調査プラットフォーム」に掲載されている「世帯
票」と「個人票」に実際に自分が調査対象者になったとして、
回答してみましょう。

• 「個人票」には、昨日が調査日だとして回答してみましょう。
• 回答方法が分からない部分は、お近くのスタッフにお聞きくだ
さい。

（回答：15分、グループ内感想：5分）

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説
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７．調査回答（調査票記入）体験

■移動（トリップ）の定義
• 移動（トリップ）は、目的ごとに1つです。
• 途中、交通手段を乗り換えても「通勤」など1つの目的の中で
あれば、駅などは目的地にはなりません。

調査編：パーソントリップ調査の設計・準備・実施等に関する解説


